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桐箱内部の湿度変化を測定しました 
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図１ 試験方法 

 

図２ 供試品内の湿度変化 
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※試験条件 
槽内は２５℃、50％RHに保持 
内部に蒸留水1gを入れ加湿 
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桐等の木材は室内の湿度が高いと材面か

ら吸湿して湿度を下げ、低いと材面から放

湿して湿度を上げる調湿性があります。会

津桐を使用して桐箱を製作している企業で

は、その箱内部の湿度がどのように変化す

るか客観的なデータを持っていませんでし

た。 

 

 
恒温恒湿槽により外気の温湿度を制御

し、このときの桐箱内部の温湿度の経時変

化を計測しました。少量の水分を桐箱内に 

導入し、湿気を充満させた状態から試験を

行いました（図１）。 

 

 

密閉性のある比較品の内部は 80％RH以

上の高湿状態を長く維持しますが、桐箱は

内部の湿気を吸収し、湿度が上昇するのを

抑制しました。この結果から桐箱内の湿度

は 50～65％と安定していることが分かり

ました（図２）。この結果は桐箱製品の調

湿性能の PRに使用されています。 
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